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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

・広報委員会～FORの写真募集しています。締め切は７/４迄です。

＜患者様連絡事項＞

· 五日市　公様～義歯が破損しているため、本日昼食から常食→粥・キザミに変更になりまし

た。ハップスター５Ｐ処方になる。

・中山　奈奈様～食欲がわかなく、食べやすい粥食の希望あり。本日夕より粥・キザミへ食事変更となる。

・　野坂　和子様～本日昼より明日の昼まで、持参薬継続の指示あり。

· 藤井　京子様～臨時薬、２日分処方となる。

· 斎藤　和保様～不眠時の屯服薬、ハルラック処方となる。

＜ベットコントロール状況＞

· 江刺家　陽輝様～療養環境目的の為、西Ｂユニットへ移棟となる。

· 田端　希依子様～療養環境目的の為、西Ａユニット移棟となる。

　　　　　　　　　　主治医面談7/1　14：30予定、7/4西病棟から退院予定。

· 山本　達雄様～東Ａユニット16号室→東Ｃユニット4号室移動になる。

· 沢田　三朗様～東Ｃユニット4号室→東Ａユニット16号室に移動となる。

· 上杉　房子様・山本　達雄様～主治医面談後、南病棟に移棟予定です。

· 藤井　京子様～南Ａユニットへ移棟予定です。

＜隔離入室患者様＞
· 小笠原　久年様～興奮、不隠状態により、他者への暴力に至る可能性が高い為、終日隔離継
続中。喫煙要求や興奮してドアを蹴る等の粗暴行為あり。時折、大声を上げる事あり介入を要している。引き続き、精神状態と突発的な粗暴行為に注意して介入していく。
· 中居　松男様～躁状態により、迷惑行為、性的逸脱行為に至る可能性が高い為、終日隔離継
続中。10時から開放観察実施していますが問題行動ありません。ドアを開けるとドア前に立つ事があるが行動化になる事はありません。床屋の要求が聞かれています。引き続き、他者トラブル、性的逸脱行為によるトラブルがないよう見守り・介入していく。
・　種市　久子様～興奮、不隠状態により、他者への暴力に至る可能性が高い為、終日隔離継続。
9時～15時まで開放観察実施。昼食不食・拒薬が見られています。

奇声なし。引き続き、精神状態と開放観察中に他者とのトラブルが無いように観察して介入していく。

· 木村　格治様～躁状態により、他者への暴力や迷惑行為に至る可能性が高い為、終日隔離継　　　　　　　　　

続中。日課は易怒性・興奮など無く行う事が出来ている。

　　　　　　　　　引き続き精神状態を観察して介入して行きましょう。

・　佐藤　なか様～経管チューブ自己抜去の可能性がある事から、身体拘束継続中。経管栄養ト
ラブルはなし。両上肢の浮腫は継続。大声での独語聞かれています。

引き続き、早期身体拘束解除に向けて支援していく。

帯下あり、エルシド膣錠　1Ｔ　1×夕　６日分処方となる。

＜要注目患者様ケース＞

· 吉田　光良様～昼食、早食い傾向あり少しむせ込みが見られています。義歯を付けずに摂

取する事がありますので確認をしてから摂取させて下さい。

　　　　　　　　　尿失禁が見られている為、トイレ誘導を行って下さい。

· 向井　敦子様～「おなかがゆるい」と訴えあり、排便‐3日だが漢方薬1Ｐに減量し1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分処方となる。感情失禁や物盗られ妄想発言が聞かれている為、引き続き精神状態を観察して介入して行きましょう。

　＜新入院患者様＞

氏　　名　：野坂　和子(のざか　かずこ)様　73歳　女性　
病　　名　：気分障害、せん妄(疑い)　　　　　合併症　　：パーキンソン症

主治医　　：安ヶ平Dr

入院年月日：H26.6.29(当院1回目)

病　棟　　：東病棟Aユニット　

生年月日　：S16.9.4

入院形態　：医療保護入院　

住　　所　：六ヶ所村平沼49-16

保護者　　：野坂　信一様(夫)

＜入院までの経過＞

　20年程前にうつ様の症状が出現し十和田にある精神科へ受診するが異常なしとのことで1回のみの受診であった。また、10年前よりプレッシャーに感じることがあると動悸を感じることがあり、六ヶ所にある診療所を1回/年程度通院していた。H25年1月頃、風邪をひき、以降体調不良が見られ、表情が暗くなり家族がうつ病ではないかと心配するようになる。仕事や家族、孫のことを考えると頼られることでプレッシャーを感じるようになり、憂鬱気分が出現していた。自分では強く「うつ」を感じることはないが姉が手術を受けることになったこと、陰部からの不正出血あったこと等から身体面の心配事が増え、食欲低

　下、夜間の睡眠も不安定となっている。同症状が続いたため、H25.3.30当院初診。以後は当院へ定期的な通院を行っていた。H26年5月頃より気分の落ち込みが目立つようになり、今月に入ると夜中に夫様を起こし、家中の電気を点けることや隣家に行き、大声を出す等の行為や攻撃的な口調が出現。H26.6.29　10:30夫様より当院へ6.28包丁を振り回し、近隣宅へ侵入することや大声を出すことがあり、本日も叫んでいるとの架電あり。日直医(窪田Dr)へ報告し、自傷他害行為がある場合は警察へ依頼し、保護してもらうこと、受診対応は可能であること指示受けし、夫様へ連絡。11:30次男様より架電あり、夕方に

　は夫様一人になり、本人の状態が不安定であり、対応が困難であるため、受診希望あり。日直医へ報告し、13時ご家族に付き添われ、受診・診察。会話時、まとまりなく話し、自ら切り上げることできずにいる。症状沈静・薬剤調整目的にてH26.6.29東病棟Aユニットへ入院(医療保護)となる。

＜入院後の経過＞

　ご家族付き添いにて東病棟Aユニット　15号室へ医療保護入院となる。スタッフの説明には「はい。分からなくなったらまた教えて下さいね」と穏やかに返答される。アナムネ聴取時、とめどなく話し、自ら切り上げることできずにいる。入院時血圧162/106mmHgと高値だが、不調の訴えなし。また、スタッフの声掛けにも穏やかに返答され、攻撃的な口調なし。帰宅要求あり。休養できる環境を提供していきます。また、不穏行動に注意し、他者との

トラブルがないよう介入行っていきます。

-備考-

　食事：常食(本日夕より)

　服薬：クエチアピン(25)　2T　1×夕後(6/29夕のみ)

　　　　6/30昼から7/1昼まで持参薬継続。

　検査：採血、検尿、心電図、脳波、胸部X-P、頭部CT
氏名：杉本　優太様

主病名：統合失調症

主治医：中野Dr（サポート指定医：川端Dr）

入院形態：医療保護入院

病　棟　：東病棟Dユニット

住　所　：八戸市高館66-45

電話番号：0178-28-3653

保護者：杉本　利昭様（父）

【経過】

　現在、下長中学校3年生。小学校6年時より自生記憶想起が出現。中学校2年の後半に進級後より不登校となっていた。H26.6月からは自分の部屋に篭るようになり、自室のカーテンも締め切っている状態で「誰かに見られている」と話したり、音に敏感な様子があり終始ヘッドホンを使用していた。児童相談所へ相談し、精神科受診を勧められH26.6.24当院初診。診察時「周りに聞かれるのが嫌でヘッドホンしている」「見られている気がする」「小学校6年頃から嫌な人の顔がはっきり映っている」「悪口言われている」「学年全部から嫌わ

れている感じ」「合唱コンクールとかで孤立が嫌で行きたくなくなった」「周りが死なないなら死にたい…」等と話していた。また、家族が自分の物を勝手に動かすことなどに苛々し粗暴的言動をとることや被害・注察念慮、感情鈍麻、昼夜逆転、苛々、無為自閉などの症状があり休養、薬物療法、精神科リハビリテーションを行うことを目的とし平成26年6月30日10：30東病棟Ｄユニット17号室へ医療保護入院となる。
＜入院後の経過＞

入院時にはうつむき家族が同席の場面では発言ないが、マンツーマンでの聞き取りの場面ではゆっくりと自身の思いを話している。バイタルサインの異常、介入への拒絶はない。日常生活行動や精神症状観察し日課介入を行い治療援していく。

＜指示＞

・尿検査・心理検査

・臨時薬　2日分処方

・買い物カードなし

・業者洗濯

	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	　　　　６月３０日　　　　13時30　分～　　14時00分

	
	

	実施場所
	東Ｂユニット

	
	

	参加者
	金井　滝田　尾崎　西村　田口　田端

	
	

	発生事故内容
	澤口直美様（排便指示受け漏れ 謝った予測指示の実施

	
	

	
	

	原因分析
	排便確認の無い日数を誤って認識し、伝達行なった。各勤務帯でのフローシートでの確認や患者様本人からの情報収集を怠った。

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	申し送りの情報を鵜呑みにせず、情報は自らの目と耳にて確認を行なう。特に予測指示実施の際には、ダブルチェックにて確認し、投薬を行っていく。

	
	

	
	

	
	


	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	　　　　６月３０日　　　　13時30　分～　　14時00分

	
	

	実施場所
	東Ｂユニット

	
	

	参加者
	金井　滝田　尾崎　西村　田口　田端

	
	

	発生事故内容
	續石　啓介様　車椅子移乗時に転倒

	
	

	
	

	原因分析
	トイレ誘導後本人が指定した時間を超過した事により、自力移動を試みている。トイレ誘導後、その場を離れたことが原因と考える。

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	歩行不安定な患者様のトイレ誘導の際は、その場を離れない。やむをえずその場を離れなければ行けない場合は、他のスタッフに声掛けし、見守りを変わってもらう。

	
	

	
	

	
	








